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1. はじめに

　AEDの設置台数が年々増加し使用率
もそれと同時に上昇していて、2019年に
AEDの使用率は5.1％まで上がったが
2020年には4.2%と約1ポイントも下がって
いる。
一般市民が心原性心肺機能停止の傷
病者を目撃した人数は2019年は25,560
人で、2020年は25,790人とほぼ変わらな
かったのに2020年にAEDの使用率が急に
減少した。また、使用率全体としての数値
が低く問題となっている。
研究の目的として
・AEDの使用方法をどれくらいの人が理
解しているのかを明らかにする。
・大学生がAEDに対してどのように意識
しているかを明らかにする。

・AEDの設置場所が分からないのではな
いか。

仮説としては、救命活動を行う際の自信
の無さや不安、責任感が大きく関わって
くるのではないかと仮説をたてる。

2. 先行研究の分析

教育大学新入生947人を対象にアン
ケートを取った結果、AEDの使用方法を
知っている人が54%、使用方法を聞いた
ことはある人が41%、知らない人が5%と
なっていて、いざという時にAEDが使用
できるかという質問に関しては、できる25
％，あまり自信がない68%、できない7%と
いう調査結果が出ている。

3. 研究方法
・アンケート集計
・資料調査

4. 今後の課題とスケジュール
　アンケートの結果を分析する。
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